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「エコレールマーク取組企業」の認定について

記者各位

　当社（社長：西尾　進路）は、昨日１２月６日（木）に、国土交通省より、環境に優しい鉄道貨物輸送に積極的に取り組んでいる

「エコレールマーク取組企業」として認定を受けましたので、お知らせいたします。

　「エコレールマーク」は、２００５年４月に国土交通省が物流における環境負荷低減を目指して設けたラベル表示制度であり、

「鉄道貨物輸送はトラック輸送と比較して、二酸化炭素排出量が少なく環境負荷が低い」ことを消費者にＰＲすることを目的とし

てスタートしました。「認定」には、「取組企業」と「商品」の２種類があり、現在、「取組企業」としては３６社、「商品」では１３件が

認定を受けています。
 

　なお、石油業界においては、当社が初めての認定となります。

　当社は、石油業界の中で鉄道のタンク車輸送量シェアが約５０％と高く、こうした鉄道タンク車による内陸地域への安定的な

石油製品の供給に貢献してきたことが、今回評価されたものです。
 

また、当社は、鉄道タンク車の大型化にも取組み、従来主力であった４３トン積みから４５トン積みのタンク車へ更新を進め、こ

れにより輸送効率の向上ならびにエネルギー消費量の削減にもつながっています。

　今回当社が認定を受けたことで、「エコレールマーク」の使用が可能になり、２００８年３月迄に、根岸製油所、室蘭製油所およ

び仙台製油所に配属のＥＮＥＯＳマークのタンク車全３４３両に「エコレールマーク」を貼付する予定です。

　当社は、グループ理念に「エネルギーの未来を創造し、人と自然が調和した豊かな社会の実現に貢献します」を掲げ、ＣＳＲ

活動の一環として、積極的に環境貢献活動を推進しております。今後も、本取り組みをはじめ、様々な環境貢献活動を実施し

てまいります。
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